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帝国ホテル内装



帝国ホテル「ライト館」歴史・概要

●フランク・ロイド・ライト設計

●鉄筋コンクリートおよび

煉瓦コンクリート造、

地上3 階（中央棟5 階）、

地下1階、客室数270 。

●「平等院鳳凰堂」をイメージ

●1922 年初代帝国ホテル全焼

ライト解任、遠藤新へ

当初予算150 万円→900 万円

●1923 年竣工。9 月1日開館式

全館にスチーム暖房を採用

耐震と防火に配慮。

●1945 年東京大空襲で四割強
被害

●終戦後GHQ 接収、修復工事

●1967 年閉鎖・解体

●1985 年明治村移築完了

●2004 年登録有形文化財登録



帝国ホテルの材料

●大谷石
●煉瓦レンガ
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「黄色い煉瓦で頼むよ」
by フランク・ロイド・ライト

●自身初の大型建築物で気合が入る。

●全部で約４００万個。

●赤色レンガは数多くあるが、

黄色い煉瓦は例がない。

●赤煉瓦…赤土は比較的新しい層、

鉄分を多く含む、全国各地産出

●黄色煉瓦…土が古い地層、鉄分少チタン多。

常滑市近く知多半島南部断層

●帝国ホテル前の黄色煉瓦

…名和記念昆虫館（岐阜県）、京都府立図書館、長楽館など



常滑市の陶工
久田吉之助に

白羽の矢
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久田が「黄色煉瓦」を手掛けるまでの経緯

●１９１５年フランク・ロイド・ライト→帝国ホテル

重役・村井吉兵衛別荘（現・長楽館）が黄色煉瓦だった。

●帝国ホテル、黄色煉瓦の制作が

久田であることを突き止める。

●１９１７年、帝国ホテル→久田へ発注。

フランク・ロイド・ライト、

久田とともに煉瓦原料粘土山視察。

●久田、自分の黄色煉瓦の制作に取り掛かる。



久田、引き受けるも…
●見本納品の遅れ→久田「石炭の供給が停止が遅延理由」

→帝国ホテル「数万斤の石炭送る」
→久田「資金繰りのために転売」

●1917 年、遅延に業を煮やし帝国ホテルが、
久田の下に寺内信一派遣。
期限の面から久田との約束一切破棄、
ホテル直営作業へ。しかし「黄色い煉瓦」焼けない。

●久田は職人としてのこだわりから、粘土の出る山を選定、
焼成実験を繰り返して成果、長いスパンで仕事に取り組むのが常だっ

た。
●帝国ホテル、さらに牧口銀司郎派遣。久田の工場から完全離脱。

職人（技術含む）、器具機械類・煉瓦製品等引き上げ。
「帝国ホテル煉瓦製作所」へ移転。



久田吉之助の評判
●牧口銀司郎（帝国ホテル従業員）の手記

「帝国ホテルのスダレ煉瓦」

…「詐欺師」

●伊奈長三郎（伊奈陶製創業者）の伝記

…「前に借りていた工場主とのイザコザ」

※帝国ホテル煉瓦製作所→伊奈陶製→INAX→LIXILの傘下

↓

●ライト館 １９２３年竣工／久田は、１９１８年病没

●久田への評価があまりに低いのではないか。

●久田の存在自体が記録にあまり残されていない。

●ライト館の存在に併せて

久田の黄色煉瓦のエピソードも記録されるべきでは。



LIXSL のweb サイトより

帝国ホテル旧本館の壁に用いた、当時としては珍しい黄色いスダレ
煉瓦が（スクラッチタイル）は、やきものの街として知られる愛知県
常滑市に設立された専用工場「帝国ホテル煉瓦製作所」でつくられ
ました。当時はまだ手工業から機械化による大量生産への過渡期
でしたが、技術指導として迎えられた伊奈初之烝と長三郎親子の尽
力と、職人たちの試行錯誤により、ライトの要望に応えた煉瓦400
万個と、何万個もの繊細な形をしたテラコッタが完成しました。そし
て伊奈親子は、帝国ホテル旧本館の竣工とともに、役割を終えた
「帝国ホテル煉瓦製作所」の設備と従業員を、伊奈製陶（INAX ）に
引き継ぎました。



煉瓦いろいろ。

●関東大震災で耐震性に問題ありと判断され、

構造材には使用されなくなる。日本では装飾で残る。

●深谷駅

●東京駅

●富岡製糸場



深谷駅／
深谷市役所

●煉瓦風タイル

●東京駅まねて



東京駅 ●装飾煉瓦



富岡製糸場
●深谷の瓦職人が作成

●フランス人ブリュナの指導の下

→フランス積み



犬山朝市、見学
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